
口絵３　源義経と武蔵坊弁慶
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に
よ
り
、
現
存
諸
本
が
分
類
さ
れ
、
そ
の
後
に
両
氏
の
論
を
踏
ま
え
、
橋
村
愛
子

氏
（
七
）

、
出
口
久
徳
氏
（
八
）

が
さ
ら
に
詳
細
な
分
類
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
近
年
で
は
、
多

く
の
作
例
が
知
ら
れ
る
、
生
田
森
・
一
の
谷
合
戦

（
九
）

と
屋
島
合
戦
を
題
材
に
合
戦
の

様
子
を
俯
瞰
的
に
描
い
た
屏
風
に
関
し
て
、
作
品
の
描
写
や
構
図
に
踏
み
込
み
、

内
在
す
る
意
味
を
読
み
解
く
研
究
や
、
制
作
さ
れ
た
時
代
の
社
会
意
識
と
関
連
付

け
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る

（
一
〇
）。

　
源
平
合
戦
図
屏
風
の
描
写
に
関
し
て
は
、
伊
藤
悦
子
氏
に
よ
っ
て
精
力
的
な
研

究
が
行
わ
れ
て
い
る

（
一
一
）。

伊
藤
氏
に
よ
る
と
、
源
平
合
戦
図
屏
風
諸
本
に
は
、
先
行

す
る
絵
巻
や
扇
面
絵
・
貼
交
屏
風
と
共
通
す
る
図
様
が
み
ら
れ
、
室
町
時
代
の
祖

は
じ
め
に

　『
平
家
物
語
』
を
主
な
題
材
に
、
源
氏
と
平
氏
の
合
戦
を
描
い
た
「
源
平
合
戦
図

屏
風
」
は
、
特
に
近
世
に
盛
ん
に
制
作
さ
れ
、
多
く
の
作
例
が
遺
さ
れ
て
い
る

（
一
）

。
文

献
史
料
上
で
は
、寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）の
『
蔭
凉
軒
日
録
』
に
て
「
当
院
（
鹿
苑
院
）

平
家
屏
風
為
御
覧
被
召
寄
也

（
二
）

」
と
の
記
述
が
確
認
で
き
、
屏
風
絵
に
限
ら
な
け
れ

ば
、『
看
聞
日
記

（
三
）

』
や
『
実
隆
公
記
（
四
）

』
に
お
い
て
「
平
家
絵
」
が
み
ら
れ
る
。
琵
琶
法

師
の
語
り
を
通
じ
て
広
ま
っ
た
『
平
家
物
語
』
を
絵
画
化
し
て
鑑
賞
す
る
動
き
は
室

町
時
代
ご
ろ
よ
り
あ
っ
た
。

　
源
平
合
戦
図
屏
風
に
つ
い
て
は
、
美
術
史
研
究
の
川
本
桂
子
氏

（
五
）

、
田
沢
裕
賀
氏
（
六
）

三
　
好
　
　
　
俊

源
氏
と
平
氏
の
合
戦
を
描
い
た
「
源
平
合
戦
図
屏
風
」
は
多
く
の
作
例
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
神
戸
市
立
博
物
館
に
お
い
て
も
、
狩
野
吉
信
筆
「
源
平
合

戦
図
屏
風

　
一
の
谷
・
屋
島
合
戦
図
」
を
所
蔵
し
て
い
る
が
、
図
中
の
場
面
比
定
が
行
わ
れ
た
他
に
、
詳
細
な
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
同
図
に
つ
い
て
、
主
に
『
平
家
物
語
』
の
記
述
と
図
様
の
差
異
に
注
目
し
て
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
見
出
さ
れ
る
同
物
語
の
関
連
作
品
の
影
響
に

つ
い
て
言
及
し
、
合
戦
図
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

【
研
究
ノ
ー
ト
】

神
戸
市
立
博
物
館
蔵
「
源
平
合
戦
図
屏
風 

一
の
谷
・
屋
島
合
戦
図
」
の
描
写
に
つ
い
て

―
『
平
家
物
語
』
関
連
作
品
と
の
対
照
を
通
じ
て
―
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型
よ
り
、
そ
れ
ら
に
類
す
る
粉
本
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
増
補
・
改
変
を
繰
り
返

し
派
生
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
伊
藤
氏
の
研
究
は
源
平
合
戦
図
屏
風
の
複
数
の

作
例
に
基
づ
き
網
羅
的
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う

に
制
作
に
あ
た
っ
て
様
々
な
粉
本
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
作
品
ご
と
に
地
域

性
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
個
別
の
作
品
の
特
徴
や
制
作
過
程
に
関
す
る

研
究
成
果
を
蓄
積
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
神
戸
市
立
博
物
館
（
以
後
、「
当
館
」
と
す
る
）
が
所
蔵
す

る
「
源
平
合
戦
図
屏
風

　
一
の
谷
・
屋
島
合
戦
図

（
一
二
）」（

図
１
、
以
後
、「
本
図
」
と
す

る
）
に
つ
い
て
、
分
析
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
本
図
は
、
当
館
の
所
蔵
と
な
る
以
前

よ
り
そ
の
存
在
が
知
ら
れ

（
一
三
）、

当
館
が
企
画
す
る
展
覧
会
を
中
心
に
度
々
出
品
さ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
図
録
『
源
平
物
語
絵
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
一
四
）』

に
お
い
て
図
中
の

場
面
比
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
研
究
史
上
に
お
い
て
他
作
品
と
の
比
較
対
象
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
詳
細
な
分
析
を
経
て
い
な
い
も
の
で
あ

る
。
先
述
し
た
近
年
の
源
平
合
戦
図
屏
風
に
関
す
る
研
究
動
向
を
踏
ま
え
る
な
ら

ば
、
こ
こ
で
本
図
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
一
定
の
意
義
が
認
め
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
主
に
は
元
と
な
っ
た
『
平

家
物
語
』の
記
述

（
一
五
）と

図
様
を
対
照
し
な
が
ら
、
分
析
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一
、
本
図
の
概
要

　
本
図
は
江
戸
時
代
、
十
七
世
紀
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
一
五
四
・
五

×
三
五
一
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
六
曲
一
双
の
屏
風
絵
で
あ
る
。
右
隻
に
は
寿
永
三

年
（
治
承
八
年
、
一
一
八
四
）二
月
七
日
の
生
田
森
・
一
の
谷
合
戦
、
左
隻
に
は
同
月

十
九
日
の
屋
島
合
戦
が
描
か
れ
る
。
両
隻
の
端
に
は
「
狩
野
吉
信
」の
落
款
、
印
章

が
確
認
さ
れ
る
が
、
埼
玉
県
川
越
市
の
喜
多
院
に
所
蔵
さ
れ
る
「
職
人
尽
図
屏
風
」

を
描
い
た
狩
野
吉
信
と
は
別
の
人
物
と
考
え
ら
れ
、
作
者
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。

　
画
面
上
の
描
写
に
目
を
移
せ
ば
、
右
隻
、
左
隻
と
も
に
『
平
家
物
語
』
に
語
ら
れ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
散
り
ば
め
ら
れ
つ
つ
、
群
衆
や
船
団
が
随
所
に
配
置
さ
れ
、
合

戦
の
も
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
描
か
れ
た
生
田
森
・
一
の
谷
、
屋
島

合
戦
は
『
平
家
物
語
』
中
で
も
特
に
人
気
を
集
め
た
場
面
で
あ
り
、
源
平
の
武
将
た

ち
の
逸
話
が
多
数
含
ま
れ
る
。
屏
風
の
画
面
中
で
は
散
り
ば
め
ら
れ
た
金
雲
が
漫

画
の
コ
マ
割
り
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
展
開
さ

れ
た
広
い
戦
場
が
、
距
離
的
に
違
和
感
が
な
い
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
源
平
合

戦
図
屏
風
は
、
最
古
本
と
さ
れ
る
智
積
院
蔵
「
一
の
谷
合
戦
図
屏
風
」（
以
後
、「
智

積
院
本
」
と
す
る
）
の
よ
う
に
『
平
家
物
語
』
由
来
の
逸
話
を
中
心
に
画
面
が
構
成

さ
れ
る
も
の
か
ら
、
群
衆
を
描
く
こ
と
に
力
が
注
が
れ
、
逸
話
が
後
景
に
退
く
と

い
う
変
遷
が
見
ら
れ
る
が
、
本
図
の
図
様
に
関
し
て
は
逸
話
を
忠
実
に
描
き
出
そ

う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
例
え
ば
、『
平
家
物
語
』
巻
第
九
「
盛
俊
最
後

（
一
六
）」に
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図１　狩野吉信筆「源平合戦図屏風　一の谷・屋島合戦図」　神戸市立博物館蔵
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よ
る
と
、
平
氏
の
有
力
家
人
で
「
山
の
手
」（
鵯
越
の
ふ
も
と
）
を
守
っ
て
い
た
平
盛

俊
は
源
氏
方
の
猪
俣
小
平
六
則
綱
に
水
田
へ
突
き
倒
さ
れ
討
ち
取
ら
れ
た
と
さ
れ

る
。
そ
の
シ
ー
ン
が
本
図
右
隻
第
六
扇
上
部
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
尻
餅
を
つ
く

盛
俊
の
周
囲
の
み
、
他
の
平
氏
の
武
将
た
ち
が
海
上
の
船
を
目
指
し
て
敗
走
す
る

場
面
と
は
明
確
に
描
き
分
け
ら
れ
、
そ
こ
が
波
打
際
で
な
か
っ
た
こ
と
が
一
目
で
わ

か
る
（
図
２
）。
逸
話
を
画
面
中
と
い
う
限
ら
れ
た
範
囲
に
収
め
な
が
ら
、
背
景
を

区
別
す
る
と
い
う
工
夫
を

加
え
る
こ
と
で
『
平
家
物

語
』
の
記
述
を
よ
り
忠
実

に
描
き
出
そ
う
と
い
う
制

作
者
の
姿
勢
が
読
み
取
れ

る
。
ま
た
、
右
隻
の
第
三

扇
上
部
か
ら
第
四
扇
上
部

に
か
け
て
、
山
中
を
進
む

源
義
経
軍
に
驚
い
た
鹿
が

ふ
も
と
の
「
平
家
の
城
郭
一

の
谷
」
ま
で
下
り
、
不
審
に

思
っ
た
武
智
清
教
に
弓
で

射
ら
れ
る
と
い
う
『
平
家

物
語
』
巻
第
九
「
坂
落
」
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
３
）。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、「
牡
鹿
二
つ
射
と
ど

め
て
、
牝
鹿
を
ば
射
い
で
ぞ
通
し
け
る

（
一
七
）」

と
の
『
平
家
物
語
』の
記
述
に
従
い
、
矢
の

刺
さ
っ
た
角
の
あ
る
鹿
二
頭
と
、
矢
が
刺
さ
っ
て
お
ら
ず
角
も
な
い
鹿
一
頭
が
描
か

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
細
や
か
な
表
現
に
つ
い
て
も
、
丁
寧
に
描
写
さ
れ
て
お
り
、

本
図
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
『
平
家
物
語
』
の
記
述
が
か
な
り
意
識
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
図
様
の
一
つ
ひ
と
つ
を
詳
細
に
観
察
す
る
と
、
そ
の
中
に
『
平
家
物
語
』

に
よ
る
情
報
だ
け
で
は
描
き
出
せ
な
い
も
の
も
見
出
せ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
以

下
に
考
察
を
試
み
た
い
。

図 2　尻餅をつく平盛俊（中央）

図 3　牡鹿（上、右）と牝鹿（左）



－ 19 －

神
神
神
神
神
神
神
神
神
神
神
神
神
図
神
神

神 神
の
神
神
神
神
神
神
図
神
の
神
神
に
神
神
神

神 ―
神
神
神
神
神
神
関
連
神
神
と
の
神
神
を
神
神
神
―

二
、
他
の
文
学
作
品
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
描
写

（
１
）弁
慶
の
姿

　
本
図
に
描
か
れ
た
、
生
田
森
・
一
の
谷
合
戦
お
よ
び
屋
島
合
戦
に
お
け
る
源

氏
方
の
主
役
は
や
は
り
源
義
経
で
あ
ろ
う
。
画
中
に
は
複
数
の
義
経
の
姿
が
確

認
で
き
、
そ
れ
を
追
う
こ
と
で
『
平
家
物
語
』
に
語
ら
れ
る
合
戦
の
展
開
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
義
経
の
傍
ら
に
は
、
家
臣
で
あ
る
武
蔵
坊
弁
慶
が
漏

れ
な
く
確
認
で
き
、
画
中
に
描
か
れ
た
他
の
人
物
と
は
明
確
に
描
き
分
け
ら
れ

て
い
る
（
口
絵
３
）。
色
黒
の
僧
形
と
い
う
、
他
の
絵
画
作
品
や
漫
画
・
ア
ニ
メ
、

実
写
ド
ラ
マ
で
も
踏
襲
さ
れ
る
、
私
た
ち
が
弁
慶
と
聞
く
と
思
い
浮
か
べ
る
イ

メ
ー
ジ
そ
の
も
の
で
あ
る
。
描
か
れ
た
人
物
の
中
で
も
異
形
の
弁
慶
は
、
義
経

を
探
し
出
す
目
印
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
弁
慶
で
あ
る
が
、『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
登
場
回
数
は
少
な
く
、
描
写
も

非
常
に
淡
白
で
あ
る
。
巻
第
九
「
三
草
勢
汰
」
に
お
い
て
、「
搦
手
の
大
将
軍
」
義
経

に
付
き
従
う
武
者
の
名
前
の
中
に
「
武
蔵
坊
弁
慶
」
が
見
え
る
他
、
巻
第
九
「
老
馬
」

に
て
「
こ
こ
に
武
蔵
坊
弁
慶
、
或
老
翁
一
人
具
し
て
参
り
た
り
」、
巻
第
十
一
「
嗣
信

最
後
」で
は
「
武
蔵
坊
弁
慶
な
ど
い
ふ
、
一
人
当
千
の
兵
ど
も

（
一
八
）」

と
あ
る
が
、
弁
慶
の

具
体
的
な
特
徴
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
図
に
描
か
れ
た
合

戦
の
場
面
以
外
で
は
、
巻
第
十
一
「
檀
浦
合
戦
」、
巻
第
十
二
「
土
佐
房
被
斬
」
に
お

い
て
「
武
蔵
坊
弁
慶
」の
記
述
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
名
前
の
み
で
、
そ
こ
か
ら
私

た
ち
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
弁
慶
像
に
た
ど
り
着
く
こ
と
は
難
し
い
。

図 4　猟師の老翁と子息と対面する源義経
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図 5　錣引き

　
弁
慶
の
容
貌
に
つ
い
て
は
、『
平
家
物
語
』
の
異
本
の
一
つ
で
あ
る
『
源
平
盛

衰
記

（
一
九
）』

が
詳
し
い
。
巻
第
三
十
六
「
鷲
尾
一
谷
案
内
事
」
に
お
い
て
、
弁
慶
の
装

束
を
「
褐
色
の
直
垂
に
黒
革
縅
の
鎧
に
、
同
じ
毛
の
兜
に
、
三
尺
五
寸
の
黒
漆

の
太
刀
帯
い
て
、
黒
羽
の
征
矢
負
ひ
て
、
塗
籠
の
弓
に
、
好
む
長
刀
取
具
し
て
」

と
記
し
、「
元
来
色
黒
く
長
高
き
法
師
な
り
」
と
身
体
的
な
特
徴
に
も
触
れ
て

い
る
。
本
図
の
弁
慶
は
、
色
黒
で
黒
い
鎧
を
着
て
お
り
、
こ
の
『
源
平
盛
衰
記
』

に
お
け
る
描
写
が
近
し
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
一
の
谷
を
案
内

さ
せ
る
と
い
う
シ
ー
ン
に
つ
い
て
、『
源
平
盛
衰
記
』
で
は
弁
慶
が
老
翁
の
家

を
訪
ね
、
老
翁
の
子
息
を
義
経
の
も
と
に
連
れ
て
く
る
と
い
う
展
開
に
な
っ
て

お
り
、
老
翁
と
子
息
が
義
経
と
対
面
し
て
い
る
本
図
の
構
図
（
図
４
）
と
は
食

い
違
っ
て
い
る
。
構
図
だ
け
見
れ
ば
、
本
図
は
老
翁
が
義
経
と
対
面
す
る
『
平

家
物
語
』
に
お
け
る
展
開
を
採
用
し
て
お
り
、
製
作
に
あ
た
っ
て
複
数
の
作
品

の
情
報
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
た
、
本
図
の
弁
慶
は
、
所
謂
「
弁
慶
の
七
つ
道
具
」
を
背
負
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
図
様
も
小
さ
く
、種
類
の
特
定
は
難
し
い
も
の
の
、『
平
家
物
語
』『
源

平
盛
衰
記
』
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
確
認
で
き
な
い
表
現
で
あ
る
。
弁
慶
の
持
ち

物
に
つ
い
て
は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
初
期
成
立
の
『
義
経
記

（
二
〇
）』

に
て

大
刀
・
刀
・
鉞
・
薙
鎌
・
熊
手
・
櫟
の
木
を
鉄
伏
せ
に
し
た
棒
が
登
場
し
、
以
後
、

数
や
種
類
が
変
動
し
な
が
ら
、
江
戸
時
代
以
降
の
文
学
作
品
に
登
場
す
る
よ
う

に
な
る
。
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
初
演
の
「
鬼
一
法
眼
三
略
巻

（
二
一
）」

で
は
、「
弁
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神
神
神
神
神
神
神
神
神
神
神
神
図
神
神

神 神
の
神
神
神
神
神
神
図
神
の
神
神
に
神
神
神

神 ―
神
神
神
神
神
神
関
連
神
神
と
の
神
神
を
神
神
神
―

慶
の
七
つ
道
具
」
は
熊
手
・
薙
鎌
・
鉄
の
棒
・
木
槌
・
鋸
・
鉞
・
刺
股
と
さ
れ
る
。

本
図
の
弁
慶
の
持
ち
物
の
描
写
が
、
ど
の
作
品
に
よ
る
も
の
か
特
定
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
『
平
家
物
語
』
以
外
の
文
学
作
品
の
影
響
が
指

摘
で
き
る
。

（
２
）美
尾
屋
十
郎
の
折
れ
た
刀

　
本
図
の
左
隻
第
二
扇
中
頃
に
は
、『
平
家
物
語
』
巻
第
十
一
「
弓
流

（
二
二
）」

に
お
い

て
、
源
氏
方
の
美
尾
屋
十
郎
が
平
景
清
（
藤
原
景
清
、
悪
七
兵
衛
）
に
甲
の
錣

を
引
き
ち
ぎ
ら
れ
る
シ
ー
ン
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
５
）。「
錣
引
き
」
と
呼
ば

れ
る
、
人
気
を
集
め
る
源
平
の
逸
話
の
一
つ
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
美
尾
屋
十
郎
と
平
景
清
の
間
に
描
か
れ
た
、
折

れ
た
刀
の
先
で
あ
る
。
左
側
の
美
尾
屋
が
握
っ
て
い
る
刀
は
先
が
折
れ
て
お
り
、

こ
の
「
錣
引
き
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
に
含
ま
れ
る
描
写
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

『
平
家
物
語
』
の
記
述
を
み
て
も
、
錣
が
引
き
ち
ぎ
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
刀

に
関
す
る
言
及
は
な
い
。
こ
れ
も
、『
平
家
物
語
』
以
外
の
作
品
を
も
と
に
し

た
描
写
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
「
錣
引
き
」
に
つ
い
て
も
、
逸
話
と
し
て
の
人
気
か
ら
か
多
数
の
派
生

作
品
を
生
み
出
し
て
い
る

（
二
三
）。

そ
の
う
ち
、
室
町
時
代
に
成
立
し
た
謡
曲
「
八
島

／
屋
島

（
二
四
）」

で
「
彼
の
三
保
の
谷
は
、
戦
の
最
中
に
、
太
刀
を
折
っ
て
し
ま
う
」、

元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
ご
ろ
に
成
立
し
た
土
佐
少
掾
橘
正
勝
に
よ
る
浄
瑠
璃

「
大
や
し
ま
（
の
ぼ
り
八
島

（
二
五
））」

に
お
い
て
、「
み
を
の
や
太
刀
を
打
お
つ
て
力

な
く
少
引
し
り
ぞ
く
」
と
い
う
、
美
尾
屋
の
刀
が
折
れ
る
表
現
が
確
認
で
き
た
。

具
体
的
な
作
品
名
の
特
定
は
困
難
で
あ
る
が
、
本
図
の
製
作
に
お
い
て
は
、
軍

記
物
に
加
え
、
芸
能
を
も
参
照
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

三
、
他
の
絵
画
作
品
と
比
較
対
照
し
て
の
検
討

（
１
）平
敦
盛
の
馬

　『
平
家
物
語
』
の
中
で
も
、
長
い
歴
史
の
中
で
特
に
人
々
の
心
を
打
ち
続
け
て
い

る
の
は
、
巻
第
九
「
敦
盛
」
に
て
語
ら
れ
る
、
平
敦
盛
の
悲
話
で
あ
ろ
う
。
多
く
の

派
生
作
品
が
生
み
出
さ
れ
、
学
校
の
教
科
書
な
ど
で
現
代
人
に
も
な
じ
み
の
あ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
生
田
森
・
一
の
谷
合
戦
を
描
い
た
屏
風
絵
に
は
必
ず
と
言
っ

て
良
い
ほ
ど
、
こ
の
逸
話
が
描
か
れ
て
お
り
、
本
図
に
お
い
て
は
右
隻
第
六
扇
中

頃
に
確
認
で
き
る
（
口
絵
４
）。

　『
平
家
物
語
』
流
布
本
で
は
、
合
戦
時
の
敦
盛
に
つ
い
て
「
練
貫
に
鶴
縫
う
た
る

直
垂
に
、
萌
黄
匂
の
鎧
着
て
、
鍬
形
打
つ
た
る
甲
の
緒
を
し
め
、
金
作
り
の
太
刀

を
帯
き
、
二
十
四
差
い
た
る
截
生
の
矢
負
ひ
、
滋
籐
の
弓
持
ち
、
連
銭
葦
毛
な
る

馬
に
、
金
覆
輪
の
鞍
置
い
て
乗
つ
た
り
け
る
者
一
騎

（
二
六
）」

と
詳
細
に
記
し
て
お
り
、
覚

一
本

（
二
七
）も

こ
れ
と
重
な
る
。
延
慶
本
（
二
八
）で

は
「
赤
地
ノ
錦
ノ
鎧
直
垂
ニ
、
赤
威
ノ
鎧
ニ
、

白
星
ノ
甲
着
テ
、
重
藤
ノ
弓
ニ
切
符
矢
負
テ
、
金
作
ノ
太
刀
ハ
イ
テ
、
サ
ビ
ツ
キ
ゲ
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ノ
馬
ニ
、
黄
伏
輪
ノ
鞍
置
テ
、
厚
房
ノ
鞦
懸
テ
」、『
源
平
盛
衰
記
』
で
は
「
紺
錦
直

垂
に
、
萌
黄
匂
の
鎧
に
、
白
星
の
甲
着
て
、
滋
籐
弓
に
、
十
八
指
た
る
護
田
鳥
尾

の
矢
、
鴾
毛
の
馬
に
乗
給

（
二
九
）」

と
あ
る
。
本
図
の
敦
盛
の
図
様
と
対
照
す
れ
ば
、
萌
黄

色
の
鎧
・
鍬
形
の
甲
な
ど
流
布
本
の
記
述
に
近
し
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
流
布
本
で
「
連
銭
葦
毛
」
と
さ
れ
る
、

敦
盛
の
馬
で
あ
る
。「
連
銭
葦
毛
」
と
は
、
栗
毛
（
黒
色
）・
青
毛
（
青
み
を
帯

び
た
黒
色
）・
鹿
毛
（
茶
褐
色
）
の
原
毛
色
に
後
天
的
に
白
色
毛
が
発
生
し
て
く

る
「
葦
毛
」
に
銭
を
並
べ
た
よ
う
な
灰
白
色
の
ま
だ
ら
模
様
の
あ
る
も
の

（
三
〇
）、

で

あ
る
。
し
か
し
、
本
図
の
敦
盛
の
馬
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ら
模
様
は
確
認
で
き

る
も
の
の
、
茶
系
統
の
毛
色
で
描
か
れ
て
い
る
。
原
色
毛
の
鹿
毛
と
す
る
余
地

は
あ
る
も
の
の
、「
葦
毛
」
を
忠
実
に
描
写
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。「
れ

ん
せ
ん
あ
し
け
の
馬
」
と
の
記
述
の
あ
る
、
当
館
蔵
の
「
小
敦
盛
絵
巻

（
三
一
）」

に
お
い

て
、
敦
盛
は
白
色
を
ベ
ー
ス
と
し
た
毛
色
の
馬
に
跨
っ
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と

を
合
わ
せ
て
考
え
て
れ
ば
、
流
布
本
の
記
述
に
よ
る
だ
け
で
本
図
の
敦
盛
が
描

か
れ
た
と
は
言
え
な
い
。『
平
家
物
語
』
諸
本
に
合
致
す
る
描
写
が
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
本
図
の
敦
盛
に
関
し
て
は
別
の
情
報
源
に
よ
っ
た
と
想
定
で
き
る
。

　
そ
の
特
定
は
困
難
を
極
め
る
が
、
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
、
先
行
す
る
絵
画
作

品
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
智
積
院
本
は
製
作
時
期
が
室
町

末
期
・
十
六
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
、
源
平
合
戦
図
屏
風
の
最
古
態
と
さ
れ
る
が
、

こ
れ
に
お
け
る
敦
盛
の
馬
は
茶
色
で
描
か
れ
て
い
る

（
三
二
）。

本
図
が
智
積
院
本
を
参
照

し
て
描
か
れ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
こ
れ
に
連
な
り
敦
盛
の
馬
を
茶
系
統
の

色
で
描
い
た
絵
画
作
品
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

（
２
）平
宗
盛
の
姿

　
本
図
に
お
い
て
描
か
れ
た
『
平
家
物
語
』の
逸
話
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
と
お
り
、

『
源
平
物
語
絵
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
三
三
）』

に
て
お
お
よ
そ
の
と
こ
ろ
が
比
定
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
未
だ
特
定
に
至
っ
て
い
な
い
描
写
も
あ
り
、
右
隻
第
六
扇
下
部
に
見
え
る
、

船
に
乗
っ
た
甲
冑
を
つ
け
て
い
な
い
、
模
様
の
入
っ
た
白
い
着
物
を
着
た
人
物
も
そ

の
一
つ
で
あ
る
（
図
６
）。
戦
場
か
ら
敗
走
す
る
船
の
中
、
鎧
武
者
に
囲
ま
れ
、
浮

か
な
い
表
情
に
も
見
え
る
そ
の
人
物
は
、
群
衆
の
一
人
と
す
る
に
は
、
明
ら
か
に
異

質
で
あ
り
、
何
か
を
意
図

し
て
描
か
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
人
物
に
つ
い
て
考

察
す
る
上
で
参
照
し
た
い

の
が
、
大
英
博
物
館
が
所

蔵
す
る
、
一
の
谷
合
戦
を

描
い
た
右
隻
と
屋
島
合
戦

を
描
い
た
左
隻
か
ら
な
る
、

「
源
平
合
戦
図
屏
風
」（
江

図６　船に乗る白い着物の人物
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戸
時
代
、
十
七
世
紀
。
以
後
、「
大
英
本
」
と
す
る
（
三
四
））

で
あ
る
。
大
英
本
は
、
川
本

桂
子
氏
に
よ
る
と
、
天
真
寺
が
所
蔵
す
る
「
一
の
谷
・
屋
島
合
戦
図
屏
風
」（
以
後
、

「
天
真
寺
本
」
と
す
る
）
と
と
も
に
、
最
古
態
で
あ
る
智
積
院
本
と
同
一
の
系
列
に

属
し
、
智
積
院
本
の
図
様
（
粉
本
）
を
継
承
し
た
上
で
新
た
な
創
意
を
盛
り
込

ん
で
完
成
度
を
高
め
た
作
品
と
さ
れ

（
三
五
）、

人
物
名
を
書
い
た
付
箋
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
付
箋
に
よ
り
、
描
か
れ
た
人
物
の
特
定
が
容
易

と
な
る
わ
け
だ
が
、左
隻
の
海
上
に
浮
か
ぶ
平
氏
の
船
団
の
中
に
、模
様
の
入
っ

た
白
い
着
物
を
着
た
人
物
が
確
認
で
き
る（
図
７
）。そ
の
傍
ら
の
付
箋
に
は「
大

図７　大英本に見える「大臣殿」

　　　© The Trustees of the British Museum

図 8　平宗盛が乗る船と平知盛の愛馬
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図 9　髷を引き合う武者

臣
殿
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
つ
ま
り
は
平
宗
盛
に
比
定
で
き
る
。
な
お
、
付
箋

は
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
大
英
本
と
ほ
と
ん
ど
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
と

さ
れ
る
天
真
寺
本
に
も
、
船
上
の
白
い
着
物
を
着
た
人
物
＝
平
宗
盛
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
屋
島
合
戦
で
は
な
く
一
の
谷
合
戦
の
図
中
に
確

認
で
き
る
と
い
う
点
で
大
英
本
・
天
真
寺
本
と
相
違
は
あ
る
が
、
本
図
に
お
け

る
問
題
の
人
物
も
平
宗
盛
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
生
田
森
・
一
の
谷
合
戦
に
お
け
る
平
宗
盛
の
動
向
は
『
平
家
物
語
』
本
文
で

は
多
く
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
、
巻
第
九
「
濱
軍
」
に
お
い
て
、
源

氏
軍
ら
逃
げ
延
び
た
平
知
盛
が
乗
り
込
ん
だ
の
が
「
大
臣
殿
の
御
船
」
と
あ
る

よ
う
に
、
戦
場
か
ら
敗
走
す
る
姿
が
確
認
で
き
る
ば
か
り
で
あ
る
。
知
盛
は
そ

の
際
に
、「
船
に
は
人
多
く
取
り
乗
つ
て
、
馬
立
つ
べ
き
様
も
無
か
り
け
れ
ば
、

馬
を
ば
渚
へ
追
い
返
さ
る
」
と
、
愛
馬
を
諦
め
て
船
に
乗
り
込
む
。
本
図
に
は
、

知
盛
の
愛
馬
と
考
え
ら
れ
る
騎
手
の
い
な
い
馬
が
渚
に
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ

が
見
つ
め
る
先
の
船
に
宗
盛
が
乗
っ
て
い
る
（
図
８
）。
こ
れ
ま
で
は
、
馬
の

図
様
の
み
を
も
っ
て
、
知
盛
の
愛
馬
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
理
解
さ
れ
て
き
た
（
三
六
）が

、

宗
盛
と
比
定
で
き
た
人
物
ま
で
を
含
め
て
一
連
の
も
の
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

他
の
武
将
の
散
り
様
と
比
べ
る
と
、
や
や
地
味
な
印
象
で
は
あ
る
が
、
本
図
の

制
作
者
と
し
て
は
、
合
戦
時
の
平
氏
の
棟
梁
で
あ
る
宗
盛
を
ど
こ
か
に
描
き
た

い
、
描
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
際
に
、
大
英
本
・

天
真
寺
本
、
も
し
く
は
そ
れ
ら
に
連
な
る
作
品
を
参
照
し
、
そ
こ
か
ら
鎧
で
は
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神
神
神
神
神
神
神
神
神
神
神
神
神
図
神
神

神 神
の
神
神
神
神
神
神
図
神
の
神
神
に
神
神
神

神 ―
神
神
神
神
神
神
関
連
神
神
と
の
神
神
を
神
神
神
―

な
く
白
い
着
物
を
き
た
宗
盛
の
姿
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
３
）群
衆
の
描
写

　
本
図
の
特
徴
の
一
つ
に
、『
平
家
物
語
』
の
逸
話
の
み
な
ら
ず
、
群
衆
や
船
団
を

随
所
に
描
い
て
、
合
戦
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
表
現
し
て
い
る
点
が
あ
る
。
こ
の
群
衆

の
一
部
に
つ
い
て
、
他
の
作
品
に
類
似
す
る
表
現
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
た
め
、

こ
こ
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
本
図
右
隻
の
第
一
扇
中
ご
ろ
、
脇
差
を
手
に
し
な
が
ら
髷
を
つ
か
み
合
う
武
者

が
描
か
れ
て
い
る
（
図
９
）。
本
図
に
お
い
て
は
、
生
田
の
森
の
戦
い
を
描
い
た
箇

所
で
あ
る
が
、
図
様
に
関
係
す
る
逸
話
は
、『
平
家
物
語
』
諸
本
い
ず
れ
に
お
い
て

も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
他
大
勢
の
内
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
や
や

目
を
引
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
図
様
は
「
平
治
物
語
絵
巻:

六
波
羅
合

戦
巻
」に
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
同
作
品
は
、
十
三
世
紀
後
期
頃
の
成
立
と
さ

れ
る
原
本
は
失
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
白
描
の
も

の
（
三
七
）を

始
め
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
な
ど
各
所
で
模
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
三
八
）。

そ
の

模
本
を
参
照
す
る
と
、
図
10
の
よ
う
な
図
様
が
確
認
で
き
た
。
本
図
の
製
作
に
あ

た
っ
て
、「
平
治
物
語
絵
巻:

六
波
羅
合
戦
巻
」
原
本
か
そ
れ
を
模
し
た
作
品
が
参

照
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

図 10　髷を引き合う武者

　　　　（平治物語絵巻：六波羅合戦巻［早稲田大学図書館蔵］より）
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お
わ
り
に

　
以
上
、
当
館
が
所
蔵
す
る
「
源
平
合
戦
図
屏
風

　
一
の
谷
・
屋
島
合
戦
図
」
に
関

し
て
、
こ
れ
ま
で
当
館
で
行
っ
て
き
た
展
示
や
解
説
か
ら
や
や
踏
み
込
み
、『
平
家

物
語
』
本
文
と
図
様
を
対
照
し
な
が
ら
考
察
を
試
み
た
。
筆
者
は
本
図
を
紹
介
す

る
際
、「『
平
家
物
語
』
に
語
ら
れ
る
武
勇
伝
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
と
に
」
を
枕
詞
に

し
て
き
た
が
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
の
結
果
、
本
図
は
『
平
家
物
語
』
の
み
を
参
照

す
る
だ
け
で
は
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
同
物
語
の
流
布
に
伴
い
生
み
出
さ
れ

た
様
々
な
関
連
作
品
（
文
学
・
絵
画
）
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
本
図
が
製
作
さ
れ
た
当
時
に
お
い
て
は
、
源
平
合
戦
の
イ
メ
ー

ジ
が
、
起
点
で
あ
る
『
平
家
物
語
』
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
作
品
を
介
し
て
定
着

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
館
蔵
資
料
を
源
平
合
戦
図
屏
風
研
究
、
さ
ら
に
は
合
戦
図

全
般
に
関
す
る
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
基
礎
整
理
を
試
み
た
が
、
伊
藤

悦
子
氏
が
言
及
す
る
粉
本
や
地
域
性
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
言
及
す
る
ま
で
に

至
ら
な
か
っ
た
。
今
後
、
今
回
取
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
本
図
中
の
図
様

を
含
め
た
検
証
を
続
け
る
上
で
の
課
題
と
し
た
い
。
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神
神
神
神
神
神
神
神
神
神
神
神
神
図
神
神

神 神
の
神
神
神
神
神
神
図
神
の
神
神
に
神
神
神

神 ―
神
神
神
神
神
神
関
連
神
神
と
の
神
神
を
神
神
神
―

一 

　『
平
家
物
語
』
を
題
材
と
し
た
絵
画
作
品
に
つ
い
て
は
、
出
口
久
徳
氏
に
よ
る

「『
平
家
物
語
』
関
連
絵
画
一
覧
」（
大
津
雄
一
他
編
『
平
家
物
語
大
事
典
』
東
京
書

籍
、
二
〇
一
〇
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

二 

　『
蔭
凉
軒
日
録
』
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
閏
六
月
一
二
日
条

三 

　『
看
聞
日
記
』
永
享
一
〇
年
（
一
四
三
八
）
六
月
一
三
日
条

四 

　『
実
隆
公
記
』
文
明
一
八
年
（
一
四
八
六
）
五
月
一
九
日
条

五 

　
川
本
桂
子
「「
平
家
物
語
」
に
取
材
し
た
合
戦
図
屏
風
の
諸
相
と
そ
の
成
立

に
つ
い
て
」（『
日
本
屏
風
絵
集
成
第
五
巻
人
物
画
―
大
和
絵
系
人
物
』
講
談
社
、

一
九
七
九
）

六 

　
田
沢
裕
賀
「
平
家
物
語
一
の
谷
・
屋
島
合
戦
図
屏
風
の
諸
相
と
展
開
」（『
秘
蔵

日
本
美
術
大
観
一

　
大
英
博
物
館
Ⅰ
』
講
談
社
、
一
九
九
二
）

七 

　
橋
村
愛
子
「
近
世
に
お
け
る
『
平
家
物
語
』
の
絵
画
化
と
そ
の
享
受
に
つ
い
て
」

（『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
四
七
―
一
二
、二
〇
〇
二
）

八 

　
出
口
久
徳
「
源
平
合
戦
図
屏
風
の
世
界

　
一
の
谷
・
屋
島
合
戦
図
屏
風
を
中
心

に
」（
川
合
康
編
『
平
家
物
語
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
）

九 

　
こ
の
合
戦
に
つ
い
て
は
『
平
家
物
語
』
由
来
の
「
一
の
谷
合
戦
」
と
い
う
呼
称

が
一
般
的
で
あ
る
が
、
実
際
の
戦
場
が
生
田
森
付
近
か
ら
一
の
谷
付
近
ま
で
広

範
囲
に
わ
た
っ
た
こ
と
を
表
現
す
る
「
生
田
森
・
一
の
谷
合
戦
」
と
い
う
呼
称
が

川
合
康
氏
に
よ
り
提
起
さ
れ
て
い
る
（
同
『
源
平
合
戦
の
虚
像
を
剥
ぐ
』
講
談
社
、

一
九
九
六
）。
筆
者
も
こ
の
見
解
に
賛
同
し
本
稿
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
事
象
を

指
す
場
合
は
「
生
田
森
・
一
の
谷
合
戦
」
を
用
い
、
作
品
名
に
お
い
て
は
製
作
さ

れ
た
時
代
の
認
識
を
示
し
て
そ
の
ま
ま
「
一
の
谷
合
戦
」
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

一 

〇
　
こ
れ
ま
で
出
さ
れ
た
先
行
研
究
成
果
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
く
、
本
稿
に
お

い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
主
だ
っ
た
も
の
を
以
下

に
紹
介
す
る
。

　 

　
出
口
氏
は
、
構
図
や
場
面
配
置
よ
り
、
屏
風
の
描
写
に
物
語
性
や
テ
キ
ス
ト

性
を
読
み
取
る
作
業
を
行
い
、
近
世
前
期
に
お
け
る
源
平
合
戦
図
屏
風
の
享
受

と
武
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
関
連
性
を
提
起
す
る
（
前
註
８
の
他
、「
一
の
谷
合

戦
図
屏
風
を
読
む
―
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
蔵
本
を
中
心
に
―
」（『
中
世
文
学
』

四
五
、二
〇
〇
〇
）、「
屋
島
合
戦
図
屏
風
の
世
界
」（
小
峯
和
明
編
著
『『
平
家
物
語
』

の
転
生
と
再
生
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
）
な
ど
）。

　 

　
須
賀
隆
章
氏
は
、
武
装
描
写
や
屏
風
の
構
図
、
場
面
配
置
か
ら
絵
師
の
意
図
を

探
る
検
討
を
示
し
て
い
る
（「
江
戸
初
期
「
戦
国
合
戦
図
屏
風
」
の
武
装
描
写
に
関

す
る
一
考
察
」（『
美
術
史
』
五
九
―
二
、二
〇
一
〇
）、「
智
積
院
蔵
「
一
の
谷
合
戦

図
屏
風
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
軍
記
と
語
り
物
』
四
六
、二
〇
一
〇
））。

一 

一
　
伊
藤
悦
子
「「
源
平
合
戦
図
屏
風
（
一
の
谷
・
屋
島
合
戦
図
屏
風
）」
諸
本
の

改
変
方
法
と
関
連
資
料
」（『
国
学
院
雑
誌
』
一
二
〇
―
四
、二
〇
一
九
）

一 

二
　
本
図
の
カ
ラ
ー
全
図
に
つ
い
て
は
、
神
戸
市
立
博
物
館
編
『
ま
じ
わ
る
文

化
、
つ
な
ぐ
歴
史
、
む
す
ぶ
美

　
神
戸
市
立
博
物
館
名
品
撰
』（
神
戸
市
立
博
物

館
、
二
〇
一
九
）
に
掲
載
し
て
い
る
他
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

に
お
い
て
も
高
画
質
画
像
を
公
開
し
て
い
る
（https://w

w
w

.kobecitym
useum

.

jp/collection/detail?heritage=
365181

）。
合
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

一 

三
　『
日
本
屏
風
絵
集
成
第
五
巻
人
物
画
―
大
和
絵
系
人
物
』（
講
談
社
、

一
九
七
九
）
に
て
、
個
人
蔵
と
し
て
掲
載
。

一 

四
　
神
戸
市
立
博
物
館
編
『
源
平
物
語
絵
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
財
団
法
人
神
戸
市
ス

ポ
ー
ツ
教
育
公
社
、
一
九
九
七

一 

五
　
本
来
こ
の
よ
う
な
分
析
の
際
に
は
、『
平
家
物
語
』
諸
本
と
の
校
合
が
必
要

で
あ
る
が
、
筆
者
の
力
量
不
足
も
あ
り
、
本
稿
で
本
文
を
引
用
す
る
際
は
原
則
、

近
世
流
布
本
（
高
橋
貞
一
校
注
『
平
家
物
語
』
下
、
講
談
社
文
庫
、
一
九
七
二
、

底
本
は
元
和
九
年
・
一
六
二
三
年
刊
本
）
か
ら
行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
他
諸
本
に

つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。

一 

六
　
高
橋
貞
一
校
注
『
平
家
物
語
』
下
（
講
談
社
文
庫
、
一
九
七
二
、
底
本
は
元

和
九
年
・
一
六
二
三
年
刊
本
）

一
七

　
前
註
一
六

一
八

　
前
註
一
六

一 
九

　
古
谷
知
新
校
訂
、
国
民
文
庫
第
十
五
『
源
平
盛
衰
記
』（
国
民
文
庫
刊
行
会
、

一
九
一
〇
）、
底
本
は
内
閣
文
庫
蔵
慶
長
古
活
字
本
。

二
〇

　
日
本
古
典
文
学
大
系
『
義
経
記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
）

二 

一
　
義
大
夫
節
正
本
刊
行
会
編
『
鬼
一
法
眼
三
略
巻
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、

二
〇
〇
七
）
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二
二

　
前
註
一
六

二 
三

　
沼
波
守
「
惡
七
兵
衞
平
景
淸
」（『
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集
』
一
、

一
九
五
四
）

二 

四
　W

eb

サ
イ
ト
「the

能.com

」
内
「
演
目
事
典:

八
島
／
屋
島
」

　

 https://w
w

w
.the-noh.com

/jp/plays/data/program
_019.htm

l

（
二
〇
二
二
年
十

月
二
日
閲
覧
）

二
五

　
若
月
保
治
『
近
世
初
期
国
劇
の
研
究
』
青
磁
社
、
一
九
四
四

二
六

　
前
註
一
六

二 

七
　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
家
物
語
』
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
）、
底
本

は
高
野
本
。

二 

八
　
谷
口
耕
一
編
『
校
訂
延
慶
本
平
家
物
語
』（
九
）（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
）、

底
本
は
大
東
急
記
念
文
庫
本
。

二
九

　
前
註
一
九

三
〇

　『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
。

三 

一
　
安
土
桃
山
時
代
、
十
六
世
紀
、
紙
本
著
色
。
画
像
は
、
神
戸
市
立
博
物
館

編
『
ま
じ
わ
る
文
化
、
つ
な
ぐ
歴
史
、
む
す
ぶ
美

　
神
戸
市
立
博
物
館
名
品
撰
』

（
神
戸
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
九
）
に
掲
載
の
他
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
に
お
い
て
も
公
開
（https://w
w

w
.kobecitym

useum
.jp/collection/

detail?heritage=
367284

）。

三 

二
　
智
積
院
蔵
「
一
の
谷
合
戦
図
屏
風
」
の
図
版
は
、
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
編

『
平
家
物
語
絵
―
修
羅
と
鎮
魂
の
絵
画
』（
ロ
ー
タ
ス
プ
ラ
ン
、
二
〇
二
二
）
を
参

照
し
た
。

三
三

　
前
註
一
四

三 

四
　
図
版
は
、『
秘
蔵
日
本
美
術
大
観
一

　
大
英
博
物
館
Ⅰ
』（
講
談
社
、

一
九
九
二
）
の
他
、
大
英
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
検
索

　 （h
ttp

s://w
w

w
.b

ritish
m

u
seu

m
.o

rg
/co

llectio
n

/o
b

ject/A
_

1
9

5
0

-1
1

1
1

-0
-2

2

、

二
〇
二
二
年
十
月
二
日
閲
覧
）
も
参
照
し
た
。

三
五

　
前
註
五

三
六

　
前
註
一
四

三 

七
　
列
品
番
号A

-1570_1

。https://w
ebarchives.tnm

.jp/im
gsearch/show

/C
0092560

（
二
〇
二
二
年
十
月
二
日
閲
覧
）

三 

八
　
滝
澤
み
か
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
平
治
物
語
絵
巻

　
六
波
羅
合
戦
巻
』

に
つ
い
て
」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
六
二
、二
〇
一
五
）


